
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 北斗会看護専門学校 
設置者名 社会医療法人 北斗会 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

看護専門課程 
看護学科 

（２年課程） 

夜 ・

通信 

 

1,985 時間 160 時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

本校事務室に「履修の手引き（印刷物）」を設置しているので閲覧可能。 

本校 HP（http://www.hokuto-kai.com/ns/）に掲載予定である。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  

http://www.hokuto-kai.com/ns/


  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 北斗会看護専門学校 

設置者名 社会医療法人 北斗会 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称 運営会議 

役割 

学校管理及び運営の円滑化並びに教育内容の充実向上を図るため、次の事項

について審議決定する｡ 

１）教育方針・教育計画・教育内容に関する事項 

２）学校評価に関する事項 

３）人事に関する事項 

４）入学及び卒業に関する事項 

５）学生の賞罰に関する事項 

６）予算の編成及び執行に関する事項 

７）その他重要と認めた事項 
 

 ※「北斗会看護専門学校 規程・内規」に基づき設置 

    組織構成〔規程第 2条第 2項〕 

     理事長・学校長・副学校長・教務主任・実習調整者・専任教員・    

事務部長、その他学校長が委嘱する者 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

社会医療法人北斗会 

理事長 
 

前学校長 
1987（昭和 62）年 4 月～2003（平成 15）年 3 月 

非常勤講師〔精神看護学等〕 
1978（昭和 53）年 9 月～1987（昭和 62）年 3 月 

2003（平成 15）年 4 月～2016（平成 28）年 9 月 

さわ病院 

看護部長 
 

専任教員 
2009（平成 21）年 4 月～2012（平成 24）年 3 月 

非常勤講師〔看護管理〕 
2012（平成 24）年 4 月～現在 

社会医療法人北斗会 

法人事務局顧問 
 非常勤講師〔在宅看護論援助論〕 

2010（平成 22）年 4～2013（平成 25）年 3 月 

（備考） 

 任期については特に定めていない。 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 北斗会看護専門学校 

設置者名 社会医療法人 北斗会  

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

１）授業計画の中の実習計画については概 9 月頃までに作成し、実習施設への依頼を 

行っている。 

２）年間行事、年度授業計画（シラバス）については 12 月に検討し、３月には記載予

定。 

３）成績の評価については本校「学則」第 12 条（授業科目の評価及び単位の認定）を

はじめ、第 15 条（入学前の既修得単位の認定）、第 28 条（卒業の認定）を行う。 

４）卒業認定については履修規定に基づき（100～85 点：優、84～70 点：良、69～60

点：可、60 点未満不可）評価を行い運営会議の議を経て卒業を認定する。 

５）「履修及び成績評価に関する規定」「既修得単位の認定に関する規定」は『学生便

覧』に記載し、「学則」とともに学生に配布。 

授業計画書の公表方法 
ホームページ（http://www.hokuto-kai.com/ns/）に掲載。「履

修の手引き（印刷物）」を教務室に設置し、閲覧可能。 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 学生に配布される「履修の手引き」に各科目の評価方法が記載されている。また、「学

則」第 12 条（授業科目の評価及び単位認定）、「履修及び成績評価に関する規程」第 13

条（単位の認定）にて明示されている。 

 各学年において、ビジョンワークを行い、目標に向けた取り組みを強化している。ま

た、個々の目標意識を高める取り組みは「社会人基礎力」の評価、「PDCA ノート」の

記載を通じて学生の動向を捉え、サポートに努めている。 

 学習指導、相談・面接など小グループ制を導入し、全ての教員が学生との接点をもち、

学習意欲の向上、健康管理、相談へのサポートに努め、学習環境を整えている。 

 

成績の評価については上記１に記載のとおり、学修成果の評価を厳格かつ適正に行って

いる。 

http://www.hokuto-kai.com/ns/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 科目単位の成績評価は、「履修及び成績評価に関する規程」第 7 条（評価及び合格基

準）、第 8 条（追試験）、第 9 条（再試験）に基づき、60 点以上を合格とし、やむを得

ない理由により学科試験、演習を受けることができない場合は追試、60 点未満は再試を

実施している（１単位毎、100 点満点とする。追試験は得点の 80％、再試験の得点は

60 点以上でも 60 点）。 

 また、臨地実習単位の成績評価は、同規程第 7 条（評価及び合格基準）、第 10 条(再

実習)に基づき、60 点以上を合格とし、60 点未満は再実習を行っている（再実習の合格

は 60 点以上でも 60 点）。 

 学年次における単位数は、1 年次 41 単位、2 年次 27 単位であり、成績の評語への読

み替えは次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

85 点以上 優 

70 点以上 85 点未満 良 

60 点以上 70 点未満 可 

60 点未満 不可 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
「学則（印刷物）」及び「学生便覧（印刷物）」は教務室に設

置し、閲覧可能 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 「学則」第 28 条（卒業の認定）は、「学則」第 10 条（授業科目、単位及び時間数）

に規定する＜別表：1 授業科目、単位数及び時間数＞に定める各学年次毎の授業科目

を履修し、68 単位を修得した者について、卒業認定対象学生それぞれの成績評価及び出

席状況等を運営会議（卒業査定）に諮ったうえで、学校長が行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページ（http://www.hokuto-kai.com/ns/）に掲載。「学

則（印刷物）」及び「学生便覧（印刷物）」は教務室に設置し、

閲覧可能 

 

  

http://www.hokuto-kai.com/ns/


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 北斗会看護専門学校 

設置者名 社会医療法人 北斗会 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 法人事務局にて冊子「年次報告書」備付、供覧 

収支計算書又は損益計算書 法人事務局にて冊子「年次報告書」備付、供覧 

財産目録 法人事務局にて冊子「年次報告書」備付、供覧 

事業報告書 法人事務局にて冊子「年次報告書」備付、供覧 

監事による監査報告（書） 法人事務局にて冊子「年次報告書」備付、供覧 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 看護専門課程 看護学科(２年課程) ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

年 

 

昼 2,185 時間 
単位時間／単位 

1,465 時間 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

720 時間 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 73 人 0 人 9 人 44 人 53 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

2 年間の准看護師養成所での教育を基盤として、新たな教育内容を積み上げ、学習

を深める。豊かな人間性、主体的な取り組み、看護実践能力の向上をねらい、基礎分

野、専門基礎分野、専門分野Ⅰ、専門分野Ⅱ、統合分野からカリキュラムを構成した。

授業方法についてはアクティブラーニング及びグループワークなどを多く取り入れ

実践力の向上に向けて取り組む。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 科目単位の成績評価は、「履修及び成績評価に関する規程」第 7 条（評価及び合

格基準）、第 8 条（追試験）、第 9 条（再試験）に基づき、60 点以上を合格とし、

やむを得ない理由により学科試験、演習を受けることができない場合は追試、60 点

未満は再試を実施している（１単位毎、100 点満点とする。追試験は得点の 80％、

再試験の得点は 60 点以上でも 60 点）。 

 また、臨地実習単位の成績評価は、同規程第 7 条（評価及び合格基準）、第 10 条

(再実習)に基づき、60 点以上を合格とし、60 点未満は再実習を行っている（再実習

の合格は 60 点以上でも 60 点）。 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 「学則」第 28条（卒業の認定）は、「学則」第 10 条（授業科目、単位及び時間数）

に規定する＜別表：1 授業科目、単位数及び時間数＞に定める各学年次毎の授業科

目を履修し、68 単位を修得した者について、卒業認定対象学生それぞれの成績評価

及び出席状況等を運営会議（卒業査定）に諮ったうえで、学校長が行っている。 

 

学修支援等 

（概要） 

 複数の専任教員で構成された学生担当制を設け、クラス運営を行う。また、少人数

制により、全教員が全学生への学習支援、相談面接、健康面接などを行う。これによ

り学生個々への対応・支援を強化し、学習意欲の向上に努める。 

 また、学習支援については入学前からの課題、学習の取り組みに対するガイダンス、

入学直後から学習の仕方についての指導をはじめ、看護師国家試験対策担当教員を中

心として、サポートを行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 34 人 

（100％） 

1 人 

（2.9％） 

33 人 

（97.1％） 

人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

さわ病院、大阪府済生会茨木病院ほか 

（就職指導内容） 

 進路説明会の情報等を掲示し、各施設からの入職試験、施設説明等情報を提供する。

相談がある場合は個人面接を実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 近年の看護師国家試験においては、94～100％の合格率であり、看護師資格を取得し

ている（なお卒業時には全員に《専門士》の称号が与えられる）。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

72 人 3 人  4.2％ 

（中途退学の主な理由） 

① 傷病等による学業継続困難、②学習意欲の低下 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

① 学生担当による学習環境に対する調整、支援 ②相談・面接、指導の実施 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

看護学科 400,000 円 420,000 円 260,000 円 
実習教材費、校舎維持管理費、 

積立金（年額）はその他に含む 

修学支援（任意記載事項） 

社会医療法人北斗会の「奨学金制度」があり、学生を支援している 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 北斗会看護専門学校に籍を置く、全職員を対象とした自己評価委員会により評価、実

施が行われる。自己評価結果、授業評価、各種アンケート等に基づき、自己評価委員会

による評価をまとめ、教育活動及び学校運営の質の保証と向上に継続的に努める。 

 自己評価の結果については HP（http://www.hokuto-kai.com/ns/）に記載。 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本会は自己評価の結果の客観性・透明性を高め、学校と継続した連携・協力体制を確

保・推進し、学校運営等の改善を図ることを目的に 2回/年以上の開催を持つ。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

神戸市ケアマネジャー連絡会副代表 

ハーモニーハウス名張施設長 
2 年 講師関係者 

中豊島福祉推進協議会 2 年 地元地域関係者 

医療法人篤友会 

坂本病院 看護部長 
2 年 地元企業関係者 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ホームページ（http://www.hokuto-kai.com/ns/）に掲載予定。 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ URL http://www.hokuto-kai.com/ns/ 

 

 

http://www.hokuto-kai.com/ns/
http://www.hokuto-kai.com/ns/
http://www.hokuto-kai.com/ns/

